
【公共】 

〜ClassPad.net のリンクふせん・同時編集機能を活⽤する〜 

クラウドファンディングの仕組みと特徴を理解する授業 
ClassPad.net を活⽤して、プレゼンテーションに⽣かす。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラウドファンディングの流れ
を、ファイルふせんやテキストふ
せんなどを活⽤し、教科書や資料
集等にある図も参考にしながら説
明する。 
また、以下の動画の URL を貼り
付けたリンクふせんを⽤意し、全
員で視聴する。 
「飲⾷店⽀援のクラウドファンデ
ィングに多額の寄付⾦【HTB ニ
ュース】」 
（https://www.youtube.com/wat
ch?v=7a1Q-ccN0J4） 
また、EX-word ふせんを使⽤し
て、⽤語の解説もあわせて⾏う。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別

途ご購⼊いただくことでこの機能は
ご利⽤いただけます。 

 

 

概要の説明 
クラウドファンディングの基本的な仕組
みを理解したあとに、与えられた課題に
対するプレゼンテーションを⾏い、クラ
ス内で模擬的にクラウドファンディング
を募るという授業の流れを説明する。 
 
 
 
基礎的な事項の説明 
「⼀般的な資⾦調達」の⽅法と⽐較する
形で、「クラウドファンディングによる
資⾦調達」の⽅法を説明する。併せて、
クラウドファンディングに関わる実際の
ニュースを⽣徒に提⽰する。 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：クラウドファンディングの基本的な仕組みを理解させるとともに、具体的な仮想

プランを構築して発表させることで、プレゼン能⼒の養成を図る。 
⽣徒向けの⽬標：クラウドファンディングの仕組みを理解した上で、与えられた課題を解決するた

めのプレゼン内容を考える⼒を⾝につける。 
 
 【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：板書内容や宿題をすべてデジタルノート上に⽤意できるため、授業準備も

進⾏も効率化できる。 
・⽣徒の理解促進    ：ファイルふせんやリンクふせんを活⽤して各種資料を表⽰することで、

ビジュアル的に理解を促すことが可能になる。 
・協働学習促進     ：ふせんの同時編集機能や授業⽀援機能を活⽤することで、⽣徒によるグル

ープワークを効果的にサポートできる。 
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具体例の提⽰ 
「東京都産業労働局」ホームページよ
り、実際に⾏われたクラウドファンディ
ングの具体例を提⽰し、説明を加えるこ
とで、クラウドファンディングのイメー
ジを掴ませる。 
 
 
 
グループワーク① 
⽣徒を複数のグループに分ける。その
後、教師は各グループにテーマを提⽰
し、各グループはその課題を解決するの
に必要な資⾦を募るためのプレゼン内容
を考える。 
〈テーマおよび課題内容〉 
 ①：より良いレジャー環境の実現 
   →釣り⼈のマナー悪化に伴う釣り

場の減少を⾷い⽌めたい。 
 ②：地⽅商店街の活性化 
   →経営難を抱えているおでん屋を

盛り上げたい。 
 ③：伝統や慣習の再評価 
   →⽇本⽂化をテーマにした映画を

制作したい。 
〈条件〉 
 ・発表の際には、聞いている⼈がイメ

ージしやすいよう画像か動画を必ず
⽤意する。 

 ・ふせんの枚数を 4〜5枚とする。 
 
 
グループワーク② 
各グループがプレゼンテーションを⾏
い、他のグループはそれを聞いた上で、
出資するかどうかを検討する。なお、各
グループの所持⾦は 100万円とする。 
 
 
 
 
 
 
教師からの講評 
各グループのプレゼンテーションが終わ
ったあと、全体的な講評を⾏ったうえ
で、教員も出資先を決め、プレゼン最優
秀賞を決める。 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
クラウドファンディングのメリット・デ
メリットのまとめをしたあと、宿題とし
て「海外のクラウドファンディングの
例」について、⼀つを取り上げて調べて
くる旨を伝える 
 
 

以下の URL を貼り付けたリンクふせ
んを授業⽀援機能で⽣徒に送信し、
閲覧させながら説明する。 
（https://www.sangyo-
rodo.metro.tokyo.lg.jp/chushou/kinyu
/cf/jirei/r4jireisyuu） 
 
 
 
課題が書かれたテキストふせんを電
⼦⿊板やプロジェクター等で投影
し、全体に提⽰する。 
課題において画像や動画を利⽤する
際は、リンクふせんやファイルふせ
んを活⽤するよう促す。 
なお、プレゼン内容は新規デジタル
ノート上に、同時編集機能を持ちっ
て作成させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
step4 で各グループが作成したプレゼ
ン内容を、グループの代表者に発表
してもらう。発表の際は、⽣徒の端
末を電⼦⿊板やプロジェクター等に
つないで投影させる。 
また、プレゼンに使⽤したデジタル
ノートの URL を教員に共有してもら
う。 
 
 
 
各グループが作成したプレゼン内容
を、電⼦⿊板やプロジェクター等で
投影しながら、必要に応じて⼿描き
機能を使⽤して講評を⾏う。 
 
 
 
 
 
宿題は、新規作成したデジタルノー
トに各種ふせんを駆使して作らせ、
PDF化したものを提出させる。 
 
 



 参考・補⾜ 
インターネットが普及する前のクラウド
ファンディングに関する歴史について説
明する（⾃由の⼥神像の台座制作の際の
「新聞」の活⽤例など）。 

step8 インターネット普及後に⾏われた海
外での資⾦調達の実例として、ルー
ヴル美術館独⾃の専⽤Webサイトの
URL を貼り付けたリンクふせんを⽤
意しておき、⽣徒に⾒てもらう。 


